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■グライス代数について． 頂点作用素代数 V =
⊕∞

n=0 Vn が，V0 = C1，V1 = {0}を満たすと
き，重み 2の空間 V2 は 1-積 u1v (u, v ∈ V2)により，C上の可換代数となる（ただし，一般には結
合的ではない）．ここで，1は V の真空元である．

■対称行列全体のなすジョルダン代数について． d ∈ Z≥1 に対して，d 次の対称行列全体

SymMat(d,C)は

A ·B :=
1
2
(AB + BA) (A,B ∈ SymMat(d,C))

によって積を定めることにより，単純なジョルダン代数になる．

■[AM]の主結果． 芦原と宮本は，[AM]において，以下の条件を満たす頂点作用素代数 Vd,r を

構成した (cf.[Lam])．ただし以下において，d ∈ Z≥1，r ∈ Cとする:

(1) Vd,r の中心電荷は dr である．

(2) Vd,r のグライス代数 (Vd,r)2 はジョルダン代数になる．さらに，ジョルダン代数として，

(Vd,r)2 ∼= SymMat(d,C)となる．

■我々の結果． [AM]において導入された頂点作用素代数 Vd,r，(d ∈ Z≥1, r ∈ C)の単純性につ

いて研究した．まず，d = 1の場合は，頂点作用素代数 V1,r はヴィラソロ頂点作用素代数と一致す

るので，その既約性についてはよく知られている．d ≥ 2の場合については，以下の結果を得た．

Theorem. d ≥ 2とする．このとき，Vd,r が単純な頂点作用素代数であることの必要十分条件は，

r ∈ C\(Z≥0 ∪ 2Z≤0) であることである．

講演においては，上の定理の証明の過程で得られた Vd,r (r ∈ Z≥0 ∪ 2Z≤0) の特異ベクトルにつ

いても紹介したい．
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